
平成23年3月期 第2四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 

平成22年11月11日

（百万円未満切捨て）

上場会社名 株式会社 川島織物セルコン 上場取引所 東 
コード番号 3009 URL http://www.kawashimaselkon.co.jp/
代表者 （役職名） 取締役社長 （氏名） 中西 正夫
問合せ先責任者 （役職名） 取締役執行役員 （氏名） 森 仁士 TEL 075-741-4315
四半期報告書提出予定日 平成22年11月12日
配当支払開始予定日 ―
四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 無
四半期決算説明会開催の有無 ： 有 （アナリスト向け）

1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 22,249 △14.3 △136 ― △421 ― △1,496 ―
22年3月期第2四半期 25,951 △33.8 △1,456 ― △1,650 ― △1,700 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 △16.01 ―
22年3月期第2四半期 △18.19 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 29,903 5,971 20.2 64.66
22年3月期 42,037 7,176 17.2 77.47

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  6,045百万円 22年3月期  7,244百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― ― ― 0.00 0.00
23年3月期 ― ―
23年3月期 

（予想）
― 0.00 0.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 43,500 △22.8 650 ― 300 ― △650 ― △6.95



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  有  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続を実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信（添付資料）2ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】3ページ「その他」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 2社 （社名
川島織物（上海）有限公司、KAWASH
IMA TEXTILE USA,INC.

）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 93,903,222株 22年3月期  93,903,222株
② 期末自己株式数 23年3月期2Q  404,879株 22年3月期  399,829株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 93,500,284株 22年3月期2Q 93,513,735株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間（平成22年４月１日～平成22年９月30日）におけるわが国経済は、雇用情勢は依然

として厳しいものの、海外経済の回復や政府の経済対策の効果などを背景に企業収益が改善するなど、緩やかなが

ら景気持ち直しの動きが見られました。一方で、海外景気の下振れ懸念、円高の進行、株価の変動、デフレによる

影響などの景気を下押しするリスクを抱えており、先行きは不透明な状態にあります。 

このような経営環境の下、当社グループは「企業ブランドを磨き続け、他社に真似できない価値ある商品やサ

ービスを全力で提供し、提案していく」を基本姿勢として、当連結会計期間より新たに着手した中期経営計画の達

成を目指し、各々の事業に取り組んでおります。 

当第２四半期連結累計期間における当社グループの連結売上高は、平成22年７月１日付で自動車・列車・航空

機内装材事業の事業分離（その後株式の一部を譲渡）を行ったことにより、同事業の第２四半期連結会計期間の売

上高が連結対象から外れた影響などから、前年同期比37億1百万円（14.3％）減収の222億49百万円となりました。

損益については、原価低減・在庫圧縮・経費削減などの合理化策の効果により身装・美術工芸事業及びインテ

リアファブリック事業が増益となったことに加え、赤字基調が続いていた自動車・列車・航空機内装材事業の事業

分離による影響などから大幅に改善し、営業損失は1億36百万円（前年同期は14億56百万円の営業損失）、経常損

失は4億21百万円（同16億50百万円の経常損失）となりました。四半期純損益については、自動車・列車・航空機

内装材事業の事業分離及び株式の一部を譲渡したことに伴い、関係会社株式売却損4億19百万円及び持分変動損失5

億34百万円を計上したことなどから14億96百万円の損失（同17億円の四半期純損失）となりました。 

 セグメント別の状況は次のとおりです。 

（身装・美術工芸事業） 

当事業においては、緞帳や祭礼幕などを取り扱う美術工芸部門が提案営業の推進により堅調に推移したほか、

帯を中心とした呉服部門では和装提案の幅を広げ、新しい顧客の獲得を目指すべく、ボリュームゾーンに向けた商

品の販売を開始しました。また、製造開発部門においては、子会社との連携を深めることで、一層のコスト削減と

商品開発力の強化に努めました。 

この結果、当事業の売上高は15億88百万円、セグメント利益は1億39百万円となりました。 

 （インテリアファブリック事業） 

当事業においては、本部制を導入し、各本部に権限と責任を付与することで、事業戦略決定や商品開発のスピ

ードアップを図るとともに、経営効率の向上を目指した組織再編を行いました。また、環境性能に優れた自社開発

商品の販売強化や、規模を拡大し、ホームユースからコントラクトユースまで当社商品を一堂に取り揃えた新東京

ショールームの開設、さいたまショールームの新設など、売上の拡大に向けた取り組みを進めてまいりました。 

この結果、当事業の売上高は152億90百万円、セグメント利益は4億87百万円となりました。 

 （自動車・列車・航空機内装材事業） 

平成22年７月１日付で当事業の事業分離（吸収分割）を行ったことにより、当事業の第２四半期連結会計期間

は連結対象から外れております。 

当事業の第１四半期連結会計期間の経営成績については、世界的な自動車の販売促進政策や中国を中心とした

アジア市場の成長などにより、国内外の各拠点ともに受注が回復したものの黒字回復までには至らず、売上高は50

億35百万円、セグメント損失は2億19百万円でありました。 

  

 （２）連結財政状態に関する定性的情報 

  当第２四半期連結会計期間末の総資産は、自動車・列車・航空機内装材事業の事業分離（その後株式の一部を譲

渡）などにより、前連結会計年度末に比べ121億34百万円減少し、299億3百万円となりました。 

  当第２四半期連結会計期間末の負債は、上記の要因などにより、前連結会計年度末に比べ109億28百万円減少

し、239億31百万円となりました。 

  当第２四半期連結会計期間末の純資産は、四半期純損失を計上したことなどにより、前連結会計年度末に比べ12

億5百万円減少し、59億71百万円となりました。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成22年10月１日付「連結業績予想の修正に関するお知らせ」にて発表しました連結業績予想に変更はありませ

ん。 

 なお、業績の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実際の業績は

今後様々の要因によって予想の数値の異なる可能性があります。 

    

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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（１）重要な子会社の異動の概要 

  当第２四半期連結会計期間において、平成22年７月１日付で、当社の自動車・列車・航空機内装材事業をＴＢ

カワシマ㈱(持分法適用関連会社)に事業分離(吸収分割)し、同日付で同社株式の一部を譲渡いたしました。同事業

を営んでおりますKAWASHIMA TEXTILE USA INC.（米国・デラウェア州、特定子会社 平成22年７月１日付けで、TB 

Kawashima USA,Inc.に社名変更）及び川島織物(上海)有限公司(中国・上海市、特定子会社)の当社保有の株式及び

持分を全て同社に譲渡したため、両社を連結子会社の範囲から除外しております。  

 （２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

１.一般債権の貸倒見積高の算定方法 

当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認めら

れるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

２．固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している資産については、減価償却費の年額を期間按分する方法によっております。 

３．法人税率並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

法人税等の納付額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法によっ

ております。 

４．工事原価総額の算定方法 

工事原価総額の算定に当たり、当第２四半期連結会計期間末における工事原価総額が、第１四半期連結会計期

間末に見積った工事原価総額から著しく変動しているものと認められる工事契約を除き、第１四半期連結会計

期間末に見積った工事原価総額を、当第２四半期連結会計期間末における工事原価総額の見積額とする方法に

よっております。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

１．会計処理の変更 

①資産除去債務に関する会計基準の適用 

   第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号 平成20年３月31

日)及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）

を適用しております。 

   これにより、当第２四半期連結累計期間の営業損失及び経常損失はそれぞれ0百万円及び「税金等調整前四

半期純損失は17百万円、それぞれ増加しております。 

 ②「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用 

   第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年３月10日公表

分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」(実務対応報告第24号 平成20年３月10

日)を適用しております。 

   これによる四半期連結財務諸表に与える影響はありません。 

 ③企業結合に関する会計基準等の適用 

   第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」(企業会計基準第21号 平成20年12月26日)、

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）、「『研究開発費等に係る

会計基準』の一部改正」（企業会計基準第23号 平成20年12月26日）、「事業分離等に関する会計基準」

（企業会計基準第７号 平成20年12月26日）、「持分法に関する会計基準」(企業会計基準第16号 平成20年

12月26日公表分)及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」(企業会計基準適用指

針第10号 平成20年12月26日)を適用しております。 

２．表示方法の変更 

 （四半期連結損益計算書関係） 

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく財務諸表等規則等

の一部を改正する内閣府令(平成21年３月24日 内閣府令第５号)の適用に伴い、当第２四半期連結累計期間

及び当第２四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目で表示しております。 

  

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,192 2,389

受取手形及び売掛金 6,448 11,960

商品及び製品 3,991 5,011

仕掛品 144 651

原材料及び貯蔵品 165 561

その他 1,242 1,708

貸倒引当金 △30 △56

流動資産合計 13,153 22,225

固定資産   

有形固定資産   

土地 8,367 9,192

その他（純額） 2,736 6,002

有形固定資産合計 11,103 15,195

無形固定資産 1,356 1,424

投資その他の資産   

投資有価証券 3,081 1,291

その他 1,255 1,993

貸倒引当金 △58 △106

投資その他の資産合計 4,277 3,178

固定資産合計 16,738 19,798

繰延資産 11 13

資産合計 29,903 42,037

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 7,486 13,422

短期借入金 6,126 8,377

1年内償還予定の社債 1,200 1,200

1年内返済予定の長期借入金 1,191 1,786

未払法人税等 63 63

賞与引当金 41 12

その他 1,347 1,695

流動負債合計 17,455 26,557
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

固定負債   

社債 300 400

長期借入金 1,279 1,671

リース債務 951 1,141

繰延税金負債 136 201

再評価に係る繰延税金負債 2,077 2,078

退職給付引当金 1,559 2,144

負ののれん － 245

その他 172 419

固定負債合計 6,476 8,302

負債合計 23,931 34,860

純資産の部   

株主資本   

資本金 8,277 8,277

資本剰余金 2,254 2,254

利益剰余金 △6,791 △5,094

自己株式 △48 △47

株主資本合計 3,692 5,390

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 69 110

繰延ヘッジ損益 △8 △1

土地再評価差額金 2,540 2,541

為替換算調整勘定 △248 △796

評価・換算差額等合計 2,353 1,853

少数株主持分 △74 △67

純資産合計 5,971 7,176

負債純資産合計 29,903 42,037
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 25,951 22,249

売上原価 20,798 16,823

売上総利益 5,153 5,426

販売費及び一般管理費 6,609 5,562

営業損失（△） △1,456 △136

営業外収益   

受取利息 3 2

受取配当金 8 14

負ののれん償却額 62 31

その他 109 65

営業外収益合計 183 113

営業外費用   

支払利息 192 153

持分法による投資損失 68 115

為替差損 67 54

その他 49 76

営業外費用合計 377 399

経常損失（△） △1,650 △421

特別利益   

固定資産売却益 119 11

事業構造改善引当金戻入額 29 －

退職給付引当金戻入額 － 6

その他 27 －

特別利益合計 176 18

特別損失   

固定資産除却損 7 25

減損損失 2 82

関係会社株式売却損 125 419

投資有価証券評価損 13 25

持分変動損失 － 534

その他 49 16

特別損失合計 197 1,103

税金等調整前四半期純損失（△） △1,671 △1,506

法人税、住民税及び事業税 26 52

法人税等調整額 15 △55

法人税等合計 41 △2

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △1,503

少数株主損失（△） △12 △7

四半期純損失（△） △1,700 △1,496
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（第２四半期連結会計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結会計期間 
(自 平成21年７月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結会計期間 
(自 平成22年７月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 14,203 9,381

売上原価 11,434 6,616

売上総利益 2,768 2,764

販売費及び一般管理費 3,281 2,518

営業利益又は営業損失（△） △512 246

営業外収益   

受取利息 1 0

受取配当金 1 1

負ののれん償却額 31 －

その他 56 18

営業外収益合計 91 19

営業外費用   

支払利息 95 68

持分法による投資損失 25 109

為替差損 50 2

その他 33 13

営業外費用合計 205 193

経常利益又は経常損失（△） △626 72

特別利益   

固定資産売却益 96 －

事業構造改善引当金戻入額 16 －

貸倒引当金戻入額 － △11

退職給付引当金戻入額 － 6

その他 5 －

特別利益合計 119 △4

特別損失   

固定資産除却損 2 0

減損損失 2 －

関係会社株式売却損 － 419

投資有価証券評価損 4 7

持分変動損失 － 534

その他 18 0

特別損失合計 27 961

税金等調整前四半期純損失（△） △534 △894

法人税、住民税及び事業税 13 12

法人税等調整額 19 0

法人税等合計 33 12

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △906

少数株主損失（△） △6 △3

四半期純損失（△） △560 △903
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該当事項はありません。  

  

  

〔事業の種類別セグメント情報〕 

前第２四半期連結会計期間（自 平成21年７月1日 至 平成21年９月30日） 

  

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

 （注）１ 事業区分は、使用目的・生産方法及び市場の類似性により区分しております。 

    ２ 各事業の主要製品 

    (1)身装・美術工芸事業・・・・・・・・帯地、打掛、緞帳、壁掛、美術工芸織物等 

    (2)インテリアファブリック事業・・・・カーテン、カーペット、椅子張、壁装材、室内装飾織物工事等 

    (3)自動車・列車・航空機内装材事業・・自動車・列車・航空機等内装材 

    (4)その他の事業・・・・・・・・・・・不動産事業等 

  

〔セグメント情報〕 

１．報告セグメントの概要 

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源

の配分の決定及び業績を評価するため、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

 当社は、製品別の事業部制を採用しており、各事業部は、取り扱う製品について国内及び海外の包括的な戦略を

立案し、事業活動を展開しております。 

 従って、当社は事業部を基礎とした製品別のセグメントから構成されており、「身装・美術工芸事業」及び「イ

ンテリアファブリック事業」の２つを報告セグメントとしております。 

 「身装・美術工芸事業」は、帯地・打掛・緞帳・壁掛・美術工芸織物等の製造及び販売を行っております。「イ

ンテリアファブリック事業」は、カーテン・カーペット・壁装材・その他インテリア小物等の製造及び販売並びに

室内装飾織物工事の請負等を行っております。 

   

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報

  身装・美術 
工芸事業 
（百万円) 

インテリア

ファブリック

事業 
（百万円） 

自動車・列車・

航空機内装材

事業 
（百万円） 

その他の事業

（百万円） 
計

（百万円） 
消去又は全社 
（百万円） 

連結

（百万円） 

売上高               

(1)外部顧客に対する売上高 884 8,636 4,495 186 14,203 ― 14,203 

(2)セグメント間の内部売上高

又は振替高 37 22 2 42 104 （104） ― 

計 921 8,658 4,497 229 14,307 （104） 14,203 

営業利益又は営業損失(△) 64 55 △299 11 △169 （343） △512 

  身装・美術 
工芸事業 
（百万円) 

インテリア

ファブリック

事業 
（百万円）

自動車・列車・

航空機内装材

事業 
（百万円） 

その他の事業

（百万円） 
計

（百万円） 
消去又は全社 
（百万円） 

連結

（百万円） 

売上高               

(1)外部顧客に対する売上高 1,635 16,135 7,783 397 25,951 ― 25,951 

(2)セグメント間の内部売上高

又は振替高 57 52 3 80 194 （194） ― 

計 1,693 16,187 7,787 477 26,146 （194） 25,951 

営業利益又は営業損失(△) 79 6 △859 △3 △776 （680） △1,456 
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２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第２四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日） 

                                         （単位：百万円） 

  

当第２四半期連結会計期間（自 平成22年７月1日 至 平成22年９月30日） 

                                  （単位：百万円） 

(注)「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産事業等であります。 

  

３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項） 

                                         （単位：百万円） 

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない経営企画部等管理部門に係る費用であります。 

  

  報告セグメント

その他(注) 合計

  
身装・美術 
工芸事業 

インテリア

ファブリック 
事業 

自動車・列車・

航空機内装材 
事業 

計

売上高                          

外部顧客への売上高  1,588 15,290 5,035 21,914  335 22,249

セグメント間の 
内部売上高又は振替

高 
 79 52 1 133  61 194

計  1,667 15,343 5,036 22,048  396 22,444

セグメント利益 
又は損失（△）  139 487 △219 408  △25 382

  報告セグメント

その他(注) 合計 
  

身装・美術工芸 
事業 

インテリア

ファブリック 
事業 

計

売上高                          

外部顧客への売上高  822 8,391 9,213 168  9,381

セグメント間の 
内部売上高又は振替

高 
 52 25 78 30  108

計  875 8,416 9,291 198  9,490

セグメント利益 
又は損失（△）  97 415 513 △17  495

           利益 当第２四半期連結累計期間 当第２四半期連結会計期間 

報告セグメント計 408 513

「その他」の区分の利益 △25 △17

セグメント間取引消去 5 2

全社費用（注） △532 △261

貸倒引当金の調整額 8 9

四半期連結損益計算書上の営業利益又は営業損失(△) △136 246
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４．報告セグメントの変更等に関する事項  

当第２四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日） 

 当社は、従来、身装・美術工芸事業、インテリアファブリック事業及び自動車・列車・航空機内装材事業の３つ

を報告セグメントとしておりましたが、当第２四半期連結会計期間より、身装・美術工芸事業及びインテリアファ

ブリック事業の２つに変更しております。 

 この変更は、平成22年７月１日付で、自動車・列車・航空機内装材事業をＴＢカワシマ㈱に事業分離(吸収分

割）し、同日付で同社株式の一部を譲渡したことによるものであります。 

  

５．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。  

  

（追加情報） 

 第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号 平成21年

３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20

年３月21日）を適用しております。  

  

該当事項はありません。  

  

  

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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